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昆虫類 ＜チョウ目 シジミチョウ科＞ 愛知県：準絶滅危惧種 （国：リスト外） 
INSECTA ＜LEPIDOPTERA LYCAENIDAE＞ AICHI：NT （JAPAN：－） 

オオミドリシジミ Favonius orientalis (Murray) 

 
【選定理由】 
 本県では以前は丘陵から山地に広く分布していたが、近年では平地や丘陵部ではほとんど見られ
なくなった。本種は 1988 年の「愛知県のミドリシジミ類」においても稀であるとの記述が見られる
（鈴木・中野, 1988）。最近の愛知県の記録でも平野部ではほとんど目撃、採集されていない。 
 

【形 態】 
 ♂の表面外縁の黒帯は Favonius 亜属中最も細く、後翅においても細線状。裏面の地色は灰白色
～暗白色。後翅第 1b＋c 室は全く橙鱗を含まず、肛角部と第 2 室の橙色斑は完全に分離する。開張
35mm 前後。 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 名古屋市守山区、豊田市（旧小原村、旧足
助町、旧旭町、旧稲武町）、設楽町（旧設楽町）、
豊根村、瀬戸市などの丘陵・山間部から平地
にかけての記録がある。 
 
【国内の分布】 
 北海道、本州、四国、九州。関東の平野部
にも産する。 
 
【世界の分布】 
 日本、ロシア南東部、モンゴル、朝鮮半島、
中国東北部及び中部～西部。 
 
 
 
 
 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 平地から丘陵地の雑木林から山地のミズナラ林まで多様な森林環境に生息する。年 1 回の発生。
県内では 6 月上旬から発生し 7 月上旬に多く見られる。♂の飛翔活動は午前 10 時頃から午後 1 時頃
が活発である。（江田, 未発表）食樹はコナラ、クヌギ、アベマキ、ミズナラで、卵は低木の小枝の
分岐部などに見られる。越冬態は卵である。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 丘陵から山地に分布しているが、近年では県内の低山帯の開発などの環境の悪化により現在では
山地でしか見られなくなった。 
 

【保全上の留意点】 
 雑木林など里山の環境の保全や山間部での林の間伐などの保全が必要である。 
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（2015 年リスト付属資料を一部修正） 
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